
満州国で捕虜になったＢ29搭乗員の証言

243

資
料
（
史
料
）満

州
国
で
捕
虜
に
な
っ
た
Ｂ
29
搭
乗
員
の
証
言倉

　
橋
　
正
　
直

【
一
】
資
料
の
由
来

中
国
吉
林
省
档
案
館
（
と
う
あ
ん
か
ん
）
所
蔵
の
関
東
憲
兵
隊
司
令
部
資
料
の
中
か
ら
、
満
州
国
で
捕
虜
に
な
っ
た
Ｂ
29
搭
乗
員
に
対

す
る
訊
問
調
書
が
見
つ
か
っ
た
。
敗
戦
時
、
憲
兵
隊
が
焼
却
を
は
か
っ
た
が
、
迫
っ
て
く
る
ソ
連
軍
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
焼
却
を
途
中

で
中
止
し
、
焼
け
残
っ
た
書
類
は
憲
兵
隊
司
令
部
の
中
庭
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
て
、
急
い
で
脱
出
す
る
。
そ
れ
が
一
九
五
〇
年
代
に
偶
然
、

発
見
さ
れ
、
現
在
、
同
档
案
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
29
は
一
九
四
四
年
中
ご
ろ
か
ら
実
戦
に
登
場
す
る
。
当
初
は
イ
ン
ド
を
基
地
に
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
越
え
て
中
国
の
成
都
（
四

川
省
）
に
前
進
基
地
を
設
け
る
。
そ
こ
か
ら
、
九
州
北
部
、
満
州
国
南
部
な
ど
を
空
襲
し
た
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年
に
入
る
と
、
Ｂ
29

部
隊
は
太
平
洋
の
テ
ニ
ア
ン
島
に
移
り
、
以
後
、
日
本
本
土
は
Ｂ
29
の
徹
底
的
な
空
襲
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

比
率
こ
そ
少
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
空
襲
を
行
な
っ
た
Ｂ
29
が
多
い
の
で
、
撃
墜
さ
れ
た
Ｂ
29
も
あ
る
程
度
の
数
に
の
ぼ
っ
た
。
落

下
傘
で
脱
出
し
た
搭
乗
員
を
捕
ら
え
、
そ
の
地
の
憲
兵
隊
が
訊
問
し
た
。
撃
墜
さ
れ
た
Ｂ
29
が
あ
る
程
度
の
数
で
あ
る
以
上
、
捕
虜
に
な

っ
た
搭
乗
員
に
対
す
る
憲
兵
隊
の
訊
問
調
書
も
本
来
、
相
当
多
数
、
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
敗
戦
時
、
関
係
書
類
は
す
べ
て
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焼
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
日
本
内
地
で
は
、
そ
う
い
っ
た
類
の
訊
問
調
書
は
残
ら
な
か
っ
た
。

一
九
四
四
年
一
二
月
七
日
と
二
一
日
、
成
都
基
地
を
発
進
し
た
Ｂ
29
は
、
満
州
国
の
奉
天
市
（
現
在
の
遼
寧
省
瀋
陽
市
）
に
あ
っ
た
満

州
飛
行
機
株
式
会
社
の
工
場
を
空
襲
す
る
。
両
日
と
も
何
機
か
撃
墜
さ
れ
る
。
撃
墜
さ
れ
た
Ｂ
29
搭
乗
員
の
捕
虜
を
憲
兵
隊
が
訊
問
し
た

調
書
が
奇
跡
的
に
残
る
。
焼
か
れ
た
り
、
土
中
に
長
い
間
、
埋
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
た
し
か
に
文
字
を
判
読
で
き
る
割
合
は
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
Ｂ
29
搭
乗
員
の
捕
虜
に
対
す
る
憲
兵
隊
の
訊
問
調
書
が
発
見
さ
れ
た
意

義
は
大
き
い
。
以
下
、
訊
問
調
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
ゆ
く
。

Ｂ
29
の
定
員
は
一
一
名
。
彼
ら
の
階
級
は
全
般
に
高
く
、
操
縦
士
を
兼
ね
た
機
長
は
大
尉
か
中
尉
で
あ
っ
た
。
副
操
縦
士
、
航
法
士

（
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）、
機
関
士
、
爆
撃
手
が
将
校
で
、
将
校
が
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
た
。
残
り
の
射
手
な
ど
は
、
す
べ
て
下
士
官
（
多
く
は
軍

曹
）
で
あ
っ
た
。

七
日
の
空
襲
で
撃
墜
さ
れ
た
Ｂ
29
の
う
ち
の
一
機
で
は
、
二
人
の
射
手
だ
け
が
助
か
っ
て
い
る
。
ま
た
二
一
日
に
撃
墜
さ
れ
た
二
機
の

う
ち
の
一
機
は
鞍
山
西
北
九
〇
キ
ロ
（
六
〇
キ
ロ
と
い
う
記
載
も
あ
る
。）
付
近
で
撃
墜
さ
れ
る
。
こ
の
機
の
搭
乗
員
は
全
員
（
こ
の
場
合
、

な
ぜ
か
一
〇
名
で
あ
っ
た
。）、
助
か
っ
て
い
る
。
前
者
の
所
属
部
隊
や
機
体
番
号
は
不
明
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
後
者
は
所
属
部
隊
や
機

体
番
号
ま
で
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
〇
爆
撃
隊
、
五
八
飛
行
団
、
四
六
二
戦
隊
に
所
属
す
る
七
六
九
中
隊
で
、
彼
ら
の
乗
機
の
機
体

番
号
は
四
二
五
〇
五
で
あ
っ
た
。

【
二
】
Ｂ
29
の
部
隊
編
成

ま
ず
、
こ
の
時
の
捕
虜
を
紹
介
す
る
。
一
二
月
七
日
の
空
襲
で
捕
虜
に
な
っ
た
二
人
は
、
と
も
に
射
手
で
下
士
官
で
あ
っ
た
。
オ
ー
レ
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タ
ー
・
ア
ー
ナ
ン
・
ハ
ー
ス
（
二
一
歳
）
は
右
側
射
手
で
、
中
等
学
校
三
年
中
退
後
、
パ
ン
焼
き
職
人
・
自
動
車
運
転
手
を
す
る
。
一
九

四
一
年
一
二
月
に
徴
兵
さ
れ
る
。
も
う
一
人
の
ベ
ッ
ク
ス
（
二
三
歳
）
は
左
側
射
手
で
、
中
等
学
校
卒
業
。
仕
事
は
農
業
で
、
妻
と
子
ど

も
（
一
人
）
が
い
る
。
同
じ
く
一
九
四
一
年
一
二
月
に
徴
兵
さ
れ
る
。
四
二
年
一
二
月
、
フ
ロ
リ
ダ
州
陸
軍
航
空
隊
射
手
訓
練
所
に
入
所
。

四
四
年
二
月
、
伍
長
、
五
月
に
は
軍
曹
に
な
っ
て
い
る
。

【
表
１
】
は
一
二
月
二
一
日
の
空
襲
で
捕
虜
に
な
っ
た
一
〇
名
の
名
簿
で
あ
る
。
い
ち
ば
ん
左
側
の
一
一
番
は
中
隊
番
号
が
違
っ
て
い
る

の
で
、
所
属
部
隊
は
別
で
あ
る
。
五
名
が
将
校
。
観
測
手
は
爆
撃
手
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
出
撃
回
数
は
、
機
長
が
一
〇
回
で
最
も
多
く
、

あ
と
は
六
、
七
回
で
あ
る
。

機
長
の
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
大
尉
は
一
九
一
九
年
一
〇
月
二
四
日
生
ま
れ
の
二
五
歳
。
ケ
テ
ー
フ
ィ
ル
ト
飛
行
学
校

に
入
校
。
パ
ナ
マ
に
転
出
。
ま
た
、
ま
も
な
く
カ
ン
サ
ス
州
ウ
ォ
ー
カ
ー
フ
ィ
ル
ト
に
転
出
。
十
月
ま
で
該
地
に
滞
在
。
そ
の
後
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
か
ら
船
に
よ
り
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
到
着
。
爾
後
、
バ
ー
バ
ラ
に
移
り
、
三
週
間
ほ
ど
該
地
に
滞
在
。
一
二
月
中
旬
、
成
都
に
到

着
し
た
と
い
う
。「
Ｂ
29
ニ
搭
乗
ス
ル
迄
ハ
　
四
発
機
ヲ
四
〇
〇
時
間
修
得

」
と
あ
る
か
ら
、
彼
は
ベ
テ
ラ
ン
の
飛
行
機
乗
り
で
あ
っ

た
【
注
。

印
は
欠
損
で
読
め
な
い
部
分
。
そ
の
字
数
も
不
明
。
以
下
、
同
じ
】。
し
か
し
、
成
都
基
地
か
ら
の
出
撃
で
は
、
運
悪
く
最

初
の
出
撃
で
撃
墜
さ
れ
、
捕
虜
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
部
隊
編
成
で
あ
る
。
第
五
八
爆
撃
教
育
飛
行
団
（
在
カ
ン
サ
ス
州
ウ
ォ
ル
ガ
。
ア
ー
ノ
ル
ド
大
将
が
ト
ッ
プ
を
兼
任
）、
第
二
〇
爆

撃
飛
行
戦
団
（
在
印
度
カ
ル
カ
ッ
タ
州
）、
第
二
一
爆
撃
飛
行
戦
団
（
在
サ
イ
パ
ン
。
ハ
ン
ソ
ン
代
将
が
ト
ッ
プ
）。
こ
の
三
つ
が
ア
ー
ノ

ル
ド
大
将
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
【
注
。
各
レ
ベ
ル
の
組
織
の
名
前
は
資
料
で
使
っ
て
い
る
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
用
い
た
。】

第
二
〇
爆
撃
飛
行
戦
団
（【
図
１
】
で
は
爆
撃
隊
と
し
て
い
る
。）
の
下
に
第
五
八
飛
行
師
団
が
置
か
れ
た
。
そ
の
中
に
第
四
〇
戦
隊
、

第
四
四
四
戦
隊
、
第
四
六
二
戦
隊
、
第
四
六
八
戦
隊
の
四
つ
の
戦
隊
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
ベ
ル
ド
バ
に
置
か
れ
た
第
四
六
二
戦
隊
に
は
、
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本
部
と
七
六
八
、
七
六
九
、
七
七
〇
の
三
個
の
中
隊
が
あ
っ
た
。
本
部
に
は
、
人
事
、
情
報
、
作
戦
・
教
育
、
お
よ
び
補
給
の
四
つ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
第
四
六
八
戦
隊
に
は
本
部
と
七
九
二
、
七
九
三
、
七
九
四
の
三
個
の
中
隊
が
あ
っ
た
。

尾
翼
に
そ
れ
ぞ
れ
の
機
が
所
属
す
る
部
隊
の
識
別
マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い
た
。【
図
２
】
は
捕
虜
の
供
述
に
従
っ
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
図
と
、
戦
後
の
資
料
を
比
べ
る
と
、
第
四
〇
戦
隊
と
第
四
四
四
戦
隊
の
識
別
マ
ー
ク
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
側
か
ら
す
れ
ば
、

尾
翼
の
マ
ー
ク
で
、
進
攻
し
て
き
た
Ｂ
29
の
所
属
部
隊
名
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
大
き
な
情
報
に
な
る
。

Ｂ
29
を
ど
の
程
度
、
保
持
し
て
い
る
か
が
取
り
調
べ
側
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
保
持
し
て
い
る
Ｂ
29
の
機
数
に
つ
い

て
繰
り
返
し
質
問
し
て
い
る
。
次
は
そ
の
答
え
で
あ
る
。
当
初
、
各
中
隊
の
兵
力
は
九
〜
一
〇
機
で
、
総
兵
力
は
約
一
五
〇
機
内
外
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
逐
次
、
増
強
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
〇
月
中
旬
、
各
戦
隊
を
三
個
中
隊
に
改
編
し
、
余
剰
飛
行
機
や
機
材
は
各
中
隊
に
分

配
し
た
。
一
二
月
中
旬
、
各
中
隊
の
保
有
数
は
約
一
五
機
内
外
に
な
る
。
一
戦
隊
に
三
個
中
隊
、
四
戦
隊
あ
る
の
で
、
中
隊
の
数
は
一
二

に
な
る
。
だ
か
ら
、
全
体
で
約
一
八
〇
機
の
Ｂ
29
を
保
持
し
て
い
た
。

ま
た
、
一
個
中
隊
に
各
種
の
飛
行
機
が
約
三
〇
機
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
一
五
、
六
機
が
Ｂ
29
で
あ
っ
た
と
い
う
。
残
り
は
輸
送
機
や
防

空
戦
闘
機
で
あ
っ
た
。

次
は
一
個
中
隊
の
兵
力
で
あ
る
。
空
中
勤
務
者
が
、
将
校
五
〇
、
下
士
官
七
〇
、
計
一
二
〇
名
。
地
上
勤
務
者
は
、
機
械
、
電
気
、
兵

器
、
油
差
し
、
そ
の
他
で
合
計
一
〇
四
〜
一
二
〇
名
。
そ
れ
に
「
雑
役
事
務
兵
タ
ル
勤
務
者
」
が
一
〇
〇
〜
一
二
〇
名
。
以
上
、
合
計
三

六
〇
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
憲
兵
（
Ｍ
Ｐ
）
が
ベ
ル
ト
バ
基
地
に
一
個
中
隊
（
五
、
六
〇
名
）
い
た
。
Ｂ
29
に
搭
乗
す
る
空
中
勤
務
者
は

将
校
と
下
士
官
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
地
上
勤
務
や
「
雑
役
事
務
」
に
は
多
く
の
兵
隊
が
い
た
。

カ
ル
カ
ッ
タ
州
に
あ
っ
た
ベ
ル
ト
バ
基
地
の
様
子
で
あ
る
。
巨
大
な
天
幕
が
宿
舎
で
、
将
校
と
下
士
官
用
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
間

に
食
堂
と
事
務
室
が
あ
る
。
ベ
ル
ド
バ
基
地
に
は
高
射
砲
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
飛
行
機
の
誘
導
路
の
左
右
に
馬
蹄
形
の
掩
体
壕
が
多
数
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あ
る
。
掩
体
壕
の
奥
行
が
四
五
呎
（
フ
ィ
ー
ト
）
＝
約
一
四
ｍ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
戦
闘
機
な
ど
の
小
型
機
用
で
あ
ろ
う
。

基
地
の
慰
安
施
設
と
し
て
、
酒
保
、
下
士
官
・
将
校
集
会
室
、
赤
十
字
慰
安
所
な
ど
が
あ
っ
た
。
ビ
ー
ル
、
そ
の
他
の
日
用
品
や
菓
子

を
販
売
し
て
い
た
。
映
画
施
設
も
あ
っ
た
。
給
与
は
、
少
尉
が
週
給
一
五
〇
ド
ル
。
将
校
（
尉
官
）
の
場
合
、
基
本
給
の
外
、
在
外
手
当

が
二
割
、
空
中
勤
務
手
当
が
五
割
つ
い
た
。

給
兵
が
五
〇
ド
ル
、
一
等
兵
が
五
四
ド
ル
、
伍
長
が
六
六
ド
ル
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
将
兵
が
イ
ン
ド
基
地
で
、
こ
の
よ
う
な
質
素
な
生
活
を
送
り
、
ま
た
比
較
的
低
い
給
与
に
耐
え
て
い
る
こ
と
を
聞
き
出
し

て
、
取
り
調
べ
側
は
、
ア
メ
リ
カ
が
容
易
な
ら
ざ
る
敵
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
或
ハ
在
印
時

ニ
於
ケ
ル
生
活
状
況
　
給
与
等
ノ
比
較
的
質
素
ナ
ル
点
等
ヨ
リ
見
ル
ニ
　
米
国
人

ノ
許
サ
ザ
ル
ヲ
　
窺
知
シ
得
べ

」。

Ｂ
29
の
搭
乗
訓
練
は
カ
ン
サ
ス
州
ウ
ォ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
な
わ
れ
た
。
空
中
勤
務
者
は
、「
機
体
ト
共
ニ
空
輸
サ
レ
」
た
が
、
地
上

勤
務
者
は
船
で
運
ば
れ
た
。
ま
た
、
各
戦
隊
は
ガ
ン
ジ
ス
河
口
の
ナ
ラ

デ
ィ
島
を
爆
撃
演
習
場
と
し
て
使
い
、
爆
撃
訓
練
を
行
っ
た
。

第
二
〇
爆
撃
飛
行
戦
団
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
越
え
て
、
四
川
省
の
成
都
に
前
進
基
地
を
置
く
。
成
都
基
地
群
は
Ａ
１
か
ら
Ａ
７
ま
で
、

い
く
つ
か
の
基
地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
調
書
に
は
成
都
を
中
心
に
し
て
放
射
状
に
そ
の
他
の
基
地
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実

際
の
地
図
で
は
、
成
都
の
西
南
の
方
向
に
成
都
に
近
い
順
に
新
津
（
し
ん
し
ん
）、

徠
（
き
ょ
う
ら
い
）、
双
流
の
三
つ
の
町
が
ほ
ぼ
直

線
に
並
ん
で
い
る
。
今
回
の
出
撃
で
も
、
四
つ
の
爆
撃
戦
隊
は
成
都
基
地
群
の
い
く
つ
か
の
基
地
か
ら
分
か
れ
て
出
撃
し
た
。
第
四
〇
爆

撃
戦
隊
は
Ａ
１
基
地
、
第
四
四
四
と
第
四
六
八
爆
撃
戦
隊
は
Ａ
３
と
Ａ
７
基
地
、
第
四
六
二
爆
撃
戦
隊
は
Ａ
５
基
地
か
ら
で
あ
っ
た
。

成
都
基
地
へ
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
越
え
て
物
資
、
と
く
に
燃
料
の
ガ
ソ
リ
ン
を
輸
送
し
た
。「
併
シ
テ
現
在
　
輸
送
機
ノ
不
足
ニ
ヨ
リ

Ｂ
29
ヲ
輸
送
機
ノ
代
用
ト
シ
テ
　
食
料
、
部
分
品
、
爆
弾
等
ヲ
輸
送
シ
ア
ル
現
況
ニ
シ
テ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
Ｃ
46
輸
送
機
だ
け
で
は
足

り
ず
、
Ｂ
29
を
改
造
し
て
輸
送
に
あ
て
た
。「
弾
薬
ハ
野
外
ニ
放
置
　
「
ガ
ソ
リ
ン
」
ハ
飛

ノ
「
タ
ン
ク
」
ア
ル
モ
常
ニ
不
足
勝
ニ

テ

」
と
あ
る
よ
う
に
、
成
都
基
地
で
は
ガ
ソ
リ
ン
が
恒
常
的
に
不
足
し
て
い
た
。
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イ
ン
ド
の
基
地
で
は
Ｂ
29
一
機
に
六
名
の
整
備
員
が
つ
い
た
。
し
か
し
、
成
都
基
地
で
は
一
〇
〇
名
の
整
備
員
が
い
て
、
全
部
の
Ｂ
29

を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
整
備
員
の
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
成
都
基
地
に
お
け
る
日
々
の

生
活
や
慰
安
施
設
も
、
ほ
ぼ
イ
ン
ド
の
基
地
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
天
幕
宿
舎
で
睡
眠
し
た
。
散
歩
・
読
書
・
ト
ラ
ン
プ
な
ど

の
外
、
慰
安
施
設
と
し
て
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
運
動
施
設
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。

長
距
離
爆
撃
を
と
ど
こ
お
り
な
く
遂
行
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
整
っ
た
設
備
を
持
っ
た
本
格
的
な
基
地
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
を
前
進
基
地
の
成
都
に
短
期
間
に
作
り
上
げ
る
こ
と
は
も
と
も
と
困
難
で
あ
っ
た
。
Ｂ
29
の
よ
う
な
大
型
機
が
発
着
す
る
滑
走
路
を

建
設
し
、
維
持
す
る
こ
と
も
大
仕
事
で
あ
っ
た
。
機
体
を
整
備
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
数
も
足
り
な
か
っ
た
し
、
肝
心
の
ガ
ソ
リ
ン
も
不
足
し

た
。
要
す
る
に
航
空
基
地
と
し
て
の
機
能
が
全
体
的
に
劣
っ
て
い
た
。

だ
か
ら
成
都
基
地
か
ら
一
度
に
出
撃
す
る
機
数
も
少
な
か
っ
た
。
の
ち
、
テ
ニ
ア
ン
島
か
ら
数
百
機
が
一
度
に
出
撃
す
る
。
し
か
し
、

成
都
基
地
の
時
代
に
は
、
そ
の
よ
う
な
大
規
模
な
出
撃
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
か
ら
出
撃
の
回
数
も
ず
っ
と
少
な

か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、
成
都
を
基
地
と
し
て
い
た
段
階
で
は
、
戦
略
爆
撃
機
と
し
て
の
Ｂ
29
の
働
き
は
ま
だ
鈍
く
、
そ
れ
故
、

そ
の
脅
威
も
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
四
四
年
六
月
の
、
最
初
の
八
幡
製
鉄
所
へ
の
空
襲
に
対
す
る
日
本
側
の
反
撃
が
強
烈
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
搭
乗
員
は
非
常
な
不
安

感
を
抱
い
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
満
州
国
へ
の
空
襲
は
、
日
本
本
土
空
襲
に
比
べ
、「
一
般
ニ
損
害
少
シ
ト
ノ
安
全
感
」
を
抱

い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

Ｂ
29
の
月
産
額
は
二
〇
乃
至
三
〇
機
で
あ
り
、
ま
た
、
最
近
、
Ｐ
61
戦
闘
機
が
イ
ン
ド
お
よ
び
中
国
の
基
地
に
配
備
さ
れ
た
と
証
言
し

て
い
る
。
Ｐ
61
戦
闘
機
は
双
発
で
真
っ
黒
に
塗
っ
た
夜
間
戦
闘
機
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｂ
29
の
後
継
機
で
あ
る
Ｂ
32
に
つ
い
て
聞
か
れ
、
機

長
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
大
尉
は
、
ま
だ
Ｂ
32
を
見
た
こ
と
も
な
い
し
、
イ
ン
ド
に
到
来
し
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。
日
本
側
が
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こ
の
時
点
で
、
Ｐ
61
戦
闘
機
や
Ｂ
32
爆
撃
機
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

【
三
】
Ｂ
29
の
性
能

Ｂ
29
に
備
え
ら
れ
て
い
た
ノ
ル
デ
ン
爆
撃
照
準
器
は
、
当
時
、
最
高
の
軍
事
機
密
で
あ
っ
て
、
損
傷
し
た
機
か
ら
脱
出
す
る
前
に
、
必

ず
こ
の
照
準
器
を
破
壊
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
機
が
爆
撃
目
標
に
近
づ
く
。「
Ｂ
29
ノ
爆
弾
投
下
前
　
直
線
進

入
ハ
約
十
分
間
以
内
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
爆
弾
投
下
一
〇
分
前
か
ら
、
機
は
直
線
飛
行
に
入
る
。
そ
の
地
点
を
I.P
（
イ
ニ
シ
ア
ル
ポ

イ
ン
ト
）
と
い
っ
た
。

爆
撃
手
が
搭
乗
機
の
速
度
、
高
度
、
風
向
き
、
風
速
な
ど
の
爆
撃
諸
元
の
数
値
を
照
準
器
に
入
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
正
確
に
爆
弾
を

投
下
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
か
ら
、
ノ
ル
デ
ン
爆
撃
照
準
器
に
よ
っ
て
、
爆
弾
投
下
の
精
度
は
格
段
に
あ
が
っ
た
。
ま
た
、
編
隊
を
組

ん
で
い
る
場
合
、
全
機
が
ノ
ル
デ
ン
爆
撃
照
準
器
を
使
う
と
、
接
触
し
て
し
ま
う
な
ど
の
危
険
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
而
シ
テ
爆
撃
諸
元

ノ
測
定
ハ
先
頭
機
ニ
於
テ
実
施
シ
　
無
線
電
話
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
各
機
ニ
伝
達
シ
　
全
機
　
同
一
諸
元
ヲ
以
テ
一
斉
投
弾
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、

先
頭
を
行
く
機
だ
け
が
そ
れ
を
行
い
、
残
り
の
機
に
は
無
線
で
教
え
、
一
斉
投
弾
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

捕
虜
の
供
述
の
中
に
、
ノ
ル
デ
ン
爆
撃
照
準
器
と
い
う
固
有
名
詞
こ
そ
出
て
こ
な
い
が
、
そ
の
照
準
器
の
機
能
は
ほ
ぼ
語
ら
れ
て
い
る
。

先
頭
を
行
く
機
だ
け
が
照
準
器
を
使
う
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
迎
撃
す
る
ほ
う
は
先
頭
の
機
に
攻
撃
を
集
中
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。

先
頭
機
が
被
弾
し
、
順
調
に
飛
行
で
き
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
機
だ
け
で
な
く
、
編
隊
を
組
む
全
機
の
投
弾
の
正
確
さ
を
そ
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。ま

た
、
投
弾
一
〇
分
前
に
直
線
飛
行
に
入
り
、
し
か
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
時
速
三
二
〇
キ
ロ
程
度
に
減
速
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
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た
と
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
爆
撃
目
標
の
五
〇
キ
ロ
手
前
か
ら
直
線
飛
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
れ
ば
、

迎
撃
側
に
絶
好
の
攻
撃
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
。

レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
も
詳
し
く
供
述
し
て
い
る
。
ま
ず
、「
航
法
ニ
供
ス
ル
ヲ
主
ト
シ
　
爆
撃
ニ
供
ス
ル
ハ
従
ナ
リ
」
と
、
レ
ー
ダ
ー
の

役
割
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
他
に
編
隊
を
組
ん
で
雲
の
中
を
飛
行
す
る
場
合
、「
友
軍
機
ノ
識
別
ニ
モ
用
フ
ル
コ
ト
ア
リ
」
と
も
述
べ
て

い
る
。
前
述
の
ノ
ル
デ
ン
爆
撃
照
準
器
が
使
え
な
い
場
合
は
、
や
む
な
く
レ
ー
ダ
ー
で
目
標
を
探
し
て
爆
弾
を
投
下
し
た
。
し
か
し
、「
ソ

ノ
命
中
精
度
ハ
前
述
ノ
如
ク
極
メ
テ
低
シ
」
と
評
価
し
て
い
る
。
レ
ー
ダ
ー
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
は
「
レ
ー
ダ
ー
」
手
と
航
法
士
の
所
に
配
置

さ
れ
て
い
た
。
故
障
が
多
く
、「
レ
ー
ダ
ー
」
手
が
「
故
障
恢
復
ノ
為
」
に
苦
労
し
た
。
だ
か
ら
、「
現
用
ノ
モ
ノ
　
未
ダ
試
験
的
域
ヲ
脱
」

し
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

レ
ー
ダ
ー
は
「
一
分
間
六
四
〇
「
プ
ル
シ
ー
ズ
」
ノ
発
振

」
の
も
の
で
あ
っ
た
。
半
径
三
〇
マ
イ
ル
先
の
映
像
を
標
準
と
し
た
が
、

さ
ら
に
四
〇
、
五
〇
マ
イ
ル
先
の
映
像
も
可
能
で
あ
っ
た
。「
雲
、
煙
霧
、
乃
至
夜
間
ニ
於
テ
モ
透
視
可
能
ナ
ル
筈
ナ
ル
モ
」、
実
際
に
は

「
時
ニ
ヨ
リ
大
ナ
ル
差
異
」
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
レ
ー
ダ
ー
の
性
能
に
今
ひ
と
つ
信
頼
で
き
な
い
所
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、「
映
像
区
画
ハ
四
、
一
〇
、
二
〇
、
五
〇
、
一
〇
〇
哩
ノ
五
ケ
ノ
「
ス
イ
ッ
チ
」
ニ
ヨ
リ
テ
　
限
界
ヲ
増
減
シ
得
ル
ト
共
ニ
　
所

望
ノ
一
局
部
ヲ
拡
大
シ
　
鮮
明
ニ
照
準
ス
ル
コ
ト
モ
可
能
ナ
リ
　
映
像
中
　
特
ニ
堅
牢
ナ
ル
建
築
物
ハ
明
瞭
ニ
写
出
サ
ル
ト
述
ベ
ア
リ
」

と
あ
る
。
レ
ー
ダ
ー
の
映
像
は
四
、
一
〇
、
二
〇
、
五
〇
、
一
〇
〇
マ
イ
ル
の
五
段
階
に
切
り
替
え
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
映
像
の
一

部
だ
け
を
拡
大
し
て
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
投
弾
の
際
、
目
視
が
可
能
な
ら
ば
、
目
視
で
行
な
う
。
し
か
し
、
夜
間
や
曇
天
で
雲

に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
地
上
が
見
え
な
い
場
合
は
、
や
む
な
く
レ
ー
ダ
ー
を
地
上
に
向
け
て
照
射
す
る
。
地
表
の
堅
固
な
建
築
物
は
明
瞭
に
写

し
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
レ
ー
ダ
ー
の
精
度
は
ま
だ
低
か
っ
た
。
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次
は
無
線
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
基
本
的
な
無
線
機
は
全
波
送
受
信
機
で
あ
っ
た
。「
全
波
送
受
信
機
（
七
〇

│
九
〇
ワ
ッ
ト
）

飛
行
機
相
互
間
　
並
飛
行
機
基
地
間
　
通
達
距
離

出
力
│
Ｋ
Ｗ
ト
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
使
っ
て
飛
行
機
相
互
や
基
地
と

交
信
し
た
。
そ
れ
以
外
に
、「
短
波
　
中
短
波
　
及
長
波
送
受
信
機
」、「
方
向
探
知
用
受
信
機
（
長
波

│
中

」、「
遭
難
時
用
携
帯
無

線
機
」
と
い
っ
た
各
種
の
無
線
機
も
搭
載
し
て
い
た
。

飛
行
機
同
士
や
基
地
と
の
交
信
に
は
統
一
周
波
数
を
使
っ
た
。
敵
に
そ
れ
が
知
ら
れ
る
と
妨
害
さ
れ
る
の
で
、
交
信
に
使
う
統
一
周
波

数
は
毎
日
、
変
え
た
。
次
に
示
す
よ
う
に
、
空
襲
に
来
た
一
二
月
二
一
日
の
統
一
周
波
数
は
八
九
〇
〇
Ｋ
Ｃ
で
あ
っ
た
。「
周
波
数
　
各
機

基
地
統
一
周
波
数
ヲ
使
用

十
二
月
二
十
一
日
ニ
於
テ
ハ
　
八
九
〇
〇
Ｋ
Ｃ
ヲ
使
用
セ
リ
」。

目
標
上
空
に
お
け
る
爆
撃
の
状
況
を
、
成
都
基
地
か
ら
四
〇
〇
マ
イ
ル
の
地
点
ま
で
戻
っ
て
き
た
所
で
、
無
線
で
具
体
的
に
報
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、（
１
）
爆
撃
し
た
目
標
、（
２
）
照
準
器
と
レ
ー
ダ
ー
の
ど
ち
ら
を
使
っ
て
爆
撃
し
た
か
、（
３
）
優
、

良
、
可
、
不
可
、
無
の
五
段
階
に
分
け
た
戦
果
、（
４
）
目
的
上
空
に
達
し
た
機
数
の
四
項
目
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
不
時
着
や
遭
難
し
た
時
、

「
機
体
完
全
ナ
ル
ト
キ
ハ
　
機
中
ノ
無
線
機
」
を
使
い
、
そ
れ
が
使
え
な
い
場
合
は
携
帯
の
無
線
機
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
無
線
機

は
七
〇
時
間
、
使
用
可
能
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
間
、「
五
〇
〇
キ
ロ
Ｓ
Ｒ
・
周
波
数
ヲ
以
テ
　
一
時
間
二
回
ノ
三
分
間
ノ
遭
難
信
号
ヲ

発

」
し
て
、
救
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｂ
29
の
重
量
は
「
十
一
万
五
千
ポ
ン
ド
（
約
五
十
二
噸
）」
で
あ
っ
た
。
四
つ
の
エ
ン
ジ
ン
の
う
ち
、
二
個
が
停
止
す
る
と
、
さ
す
が
に

水
平
飛
行
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
一
個
だ
け
停
止
し
た
時
は
、「
若
干
上
昇
出
来
得
ル
モ
　
速
度
ハ
低
下
」
す
る
ぐ
ら
い
で
、

ま
だ
飛
行
を
続
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
Ｂ
29
の
安
定
性
を
示
し
て
い
た
。

「
酸
素
マ
ス
ク
ハ
常
時
　
装
シ
ア
リ
テ
　
気
密
室
破
壊
セ
ラ
レ
タ
ル
時
　
直
ニ
酸
素
ヲ
通
セ
シ
ム
」。
Ｂ
29
の
機
体
は
気
密
構
造
に
な
っ

て
い
て
、
搭
乗
員
は
常
時
、
酸
素
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
機
体
が
損
傷
を
受
け
、
気
密
状
況
が
損
な
わ
れ
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た
時
は
、
直
ち
に
酸
素
マ
ス
ク
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
現
在
の
旅
客
機
と
同
じ
で
あ
る
。

機
関
士
（
マ
ッ
ク
コ
ー
ミ
ッ
ク
中
尉
〉
は
「
最
高
二
五
〇
〇
〇
呎
迄
　
上
昇
セ
シ
コ
ト
ア
リ
」
と
述
べ
、
Ｂ
29
の
飛
行
高
度
の
最
高
を

二
五
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
＝
約
七
六
〇
〇
ｍ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
一
一
四
〇
〇
ｍ
ま
で
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
能
力
を
割
り
引

い
て
供
述
し
て
い
る
。

「
潤
滑
油
ハ
　
パ
ラ
フ
ィ
ン
系
ノ
鉱
油
ヲ
使
用
」
と
い
う
。「
消
火
装
置
ハ
　
二
酸
化
炭
素
ヲ
使
用
ス
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
使
用
燃
料
ハ

一
〇
〇
オ
（
ク
）
タ
ン
価
ナ
リ
」
と
い
っ
て
い
る
。
日
本
が
せ
い
ぜ
い
八
〇
だ
っ
た
か
ら
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
オ
ク
タ
ン
価
の
燃
料
を

使
っ
て
い
た
。「
内
地
ト
満
州
ト
ノ
連
続
爆
撃
ハ
燃
料
ノ
節
約
上
　
希
望
シ
ア
ル
所
ニ
シ
テ
」
と
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
Ｂ
29
の
航
続
距
離

か
ら
い
っ
て
、
成
都
か
ら
で
は
北
九
州
や
満
州
国
南
部
が
限
界
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
燃
料
節
約
の
た
め
に
両
方
を
一
度
に
連
続
し
て
爆

撃
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

Ｂ
29
に
は
迎
撃
し
て
く
る
戦
闘
機
と
戦
う
た
め
に
銃
座
が
、
機
体
の
上
下
、
左
右
、
尾
部
の
五
ケ
所
に
備
え
ら
れ
て
い
た
。
二
人
の
捕

虜
は
射
手
な
の
で
、
ど
ち
ら
か
が
次
の
よ
う
に
供
述
し
て
い
る
。「
自
分
ノ
任
務
ハ
口
経
五
〇
ミ
リ

射
ス
ル
ニ
在
リ
弾
丸
ハ
一
〇
〇

〇
発

」。「
口
経
（
径
）
五
〇
ミ
リ
」
の
箇
所
に
「
？
」
が
ふ
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は
〇
・
五
イ
ン
チ
、
す
な
わ
ち
一
二
・
七
ミ
リ
の
誤

り
で
あ
る
。
口
径
一
二
・
七
ミ
リ
の
機
銃
で
、
迎
撃
し
て
く
る
戦
闘
機
と
撃
ち
合
っ
た
。

弾
丸
の
種
類
は
三
つ
で
、
通
常
弾
三
、
焼
夷
弾
一
、
曳
光
弾
一

│
こ
の
五
発
を
繰
り
か
え
し
並
べ
て
弾
帯
を
作
っ
た
。
尾
部
の
銃

座
は
後
方
か
ら
攻
撃
し
て
く
る
敵
機
を
撃
つ
た
め
の
も
の
で
、
こ
こ
だ
け
「
口
径
大
ノ
火
砲
ア
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、
二
〇
ミ
リ
の
機
関

砲
が
備
え
ら
れ
て
い
た
﹇
図
３
﹈。
一
機
の
Ｂ
29
に
銃
座
が
五
つ
。
一
つ
の
銃
座
ご
と
に
お
の
お
の
一
〇
〇
〇
発
（
五
〇
〇
発
と
い
う
記
載

も
あ
る
。）
の
弾
丸
を
持
ち
、
撃
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
編
隊
を
組
ん
で
い
る
の
で
、
多
数
の
機
か
ら
同
時
に
応
戦
さ
れ
た
。
日
本
側
の
戦
闘

機
は
こ
の
厚
い
弾
幕
を
か
い
く
ぐ
っ
て
攻
撃
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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機
の
前
方
か
ら
迫
っ
て
き
た
敵
機
を
射
撃
す
る
場
合
、
主
翼
や
エ
ン
ジ
ン
が
邪
魔
に
な
っ
て
射
撃
で
き
な
い
死
角
が
で
き
た
﹇
図
４
﹈。

機
の
真
上
、
真
下
、
お
よ
び
正
面
か
ら
迎
撃
し
て
く
る
敵
機
に
対
応
す
る
機
銃
が
少
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
編
隊
を
組
む
こ
と
で
、
相

互
に
弱
点
を
補
い
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
単
発
機
が
オ
ス
カ
ー
、
双
発
機
が
ジ
ャ
ー
ク
。

│
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
側
が
日
本
軍
の
迎
撃

戦
闘
機
に
つ
け
て
い
た
名
前
で
あ
る
。
単
発
機
は
陸
軍
一
式
戦
「
隼
」、
双
発
機
は
「
屠
龍
」
か
。

【
四
】
出
撃
の
航
路

戦
後
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
二
月
七
日
は
一
〇
八
機
、
出
撃
。
そ
の
内
、
八
〇
機
が
投
弾
。
し
か
し
、
Ｂ
29
の
損
失
が
七
機
と
い
う
か

ら
、
か
な
り
の
損
害
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
一
日
は
四
九
機
で
出
撃
。
一
九
機
だ
け
が
投
弾
。
と
い
う
こ
と
は
半
数
以
上
の
機
が
な
ん
ら

か
の
理
由
で
投
弾
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
成
都
か
ら
奉
天
ま
で
の
往
復
飛
行
は
、
Ｂ
29
の
航
続
距
離
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
っ
て
、
元
々
、

余
裕
は
少
な
か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
事
情
も
関
係
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
、
二
機
損
失
。「
十
二
月
二
十
一
日
ノ
状
況
　
爆
撃

ニ
参
加
セ
ル
ハ
四
戦
隊
ニ
シ
テ
　
各
戦
隊
九
乃
至
一
〇
機
ニ
シ
テ
合
計
四
〇
機
内
外
ナ
リ
」
と
い
う
供
述
内
容
は
、
四
九
機
出
撃
と
い
う

戦
後
の
記
録
と
ひ
ど
く
違
っ
て
い
な
い
。

出
撃
命
令
は
口
頭
で
伝
え
ら
れ
た
。
出
撃
に
当
た
り
、
担
当
ご
と
に
必
要
な
地
図
や
航
空
写
真
や
暗
号
書
類
が
交
付
さ
れ
た
。
し
か
し
、

次
の
資
料
が
述
べ
る
よ
う
に
、
下
士
官
で
あ
る
射
手
に
は
攻
撃
目
標
し
か
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。「
出
発
直
前
、
方
向
士
ニ
ハ

通
信

士
ニ
ハ
暗
号
書
類
ヲ
交
付
セ
ラ
レ
タ
リ

ク
ス
、
ハ
ー
ス
等
ハ
攻
撃
目
標
ノ
外
、
聞
知
シ
ア
ラ
ズ
」。

成
都
Ａ
│
５
基
地
を
午
前
三
時
に
発
進
。
と
い
う
こ
と
は
同
基
地
に
は
夜
間
の
発
着
施
設
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
成
都

│

安
康

│
龍
口

│
葫
蘆
コ

ロ

島

│
大
遼
河

│
奉
天
の
コ
ー
ス
を
と
る
。
こ
の
経
路
は
「
ベ
ー
ス
コ
ー
ス
二
〇
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
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「
成
都
ヨ
リ
安
康
ニ
直
進
」
と
あ
る
よ
う
に
、
成
都
か
ら
陝せ
ん

西
省
南
部
の
安
康
市
を
め
ざ
す
。
安
康
市
は
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
、
そ
こ
ま
で
は
電
波
で
誘
導
で
き
た
【
図
５
】。
安
康
市
を
通
過
後
、
航
路
を
変
更
。
山
東
半
島
の
港
町
の
龍
口
を
め
ざ
す
。

「
航
法
ハ
天
文
航
法
ニ
シ
テ
　
「
ポ
イ
ン
ト
」
上
空
ニ
於
テ
　
「
レ
ダ
ー
」
及
「
電
波
」
ニ
ヨ
リ
航
法
手
ハ
其
ノ
位
置
ヲ
確
認
シ
ツ
ツ
●

所
命
ノ
目
標
ニ
直
進
ス
」
と
あ
る
。
天
文
航
法
に
よ
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト
に
到
達
。
そ
こ
で
、
航
法
士
は
レ
ー
ダ
ー
や
電
波
で
位
置
を
確
認

し
た
。

龍
口
で
黄
海
に
出
る
。
そ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
飛
行
し
て
い
た
が
、
龍
口
上
空
で
編
隊
を
組
む
。「
龍
口
上
空
ニ
於
テ
集
結
ヲ
完
了
セ
リ
●

集
結
高
度
一
五
〇
〇
〇
呎
」。
こ
の
時
の
高
度
が
一
五
〇
〇
〇
呎
（
フ
ィ
ー
ト
）
＝
約
四
五
七
〇
ｍ
。
三
機
で
一
編
隊
。
編
隊
が
四
つ
集
ま

っ
て
、
一
二
機
に
な
る
。
編
隊
を
組
む
た
め
に
集
結
す
る
が
、
そ
の
際
、「
集
結
ハ
電
波
ニ
ヨ
ラ
ズ
　
目
視
ニ
ヨ
ル
」
と
あ
る
。

一
つ
の
編
隊
が
前
に
出
て
、
そ
の
後
に
三
つ
の
編
隊
が
横
に
並
ぶ
。
編
隊
を
組
む
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、
編
隊
を
組
む
飛
行
機
同
士

は
か
な
り
近
づ
く
。
平
面
的
に
見
る
と
、
主
翼
の
先
端
部
分
が
互
い
に
接
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

味
方
機
同
士
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に
、
高
度
を
変
え
る
。
一
つ
の
編
隊
を
組
む
三
機
は
互
い
に
五
〇
呎
＝
約
一
五
ｍ
、
ま
た
、
各
編

隊
同
士
で
は
一
五
〇
呎
＝
約
四
六
ｍ
の
高
度
差
を
取
っ
た
。

龍
口
か
ら
次
に
葫
蘆
島
を
め
ざ
す
。
地
図
に
T.P
（
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
航
路
を
ま
た
変
更
。
遼
河
の

河
口
を
め
ざ
す
。
遼
河
の
河
口
を
選
ん
だ
の
は
、
目
視
の
場
合
で
も
、
あ
る
い
は
レ
ー
ダ
ー
を
使
う
場
合
で
も
確
認
し
や
す
か
っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。「
又
T.P
ハ
爆
撃
目
標
ノ
始
メ
テ
見
エ
ル
地
点
ニ
シ
テ
　
以
降
ハ
爆
撃
手
ノ
誘
導
ニ
ヨ
リ
目
標
ニ
侵
入
ス
」
と
あ
る
。
地
図
を
見

る
と
、
T.P
と
I.P
は
一
直
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
は
T.P
の
地
点
か
ら
、
す
で
に
爆
撃
手
が
誘
導
し
て
目
標
に
向

か
っ
て
い
る
。

遼
河
の
河
口
付
近
に
I.P
（
イ
ニ
シ
ア
ル
ポ
イ
ン
ト
）
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
攻
撃
目
標
の
奉
天
市
に
も
う
近
い
。「
爆
撃
高
度
二
〇
〇
〇
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〇
呎
　
時
速
二
〇
〇
哩
」
と
あ
る
。
高
度
を
二
〇
〇
〇
〇
呎
＝
約
六
一
〇
〇
ｍ
に
あ
げ
る
。
そ
の
時
の
ス
ピ
ー
ド
は
時
速
二
〇
〇
哩
＝
約

三
二
〇
キ
ロ
。
意
外
と
遅
い
。

I.P
か
ら
、
一
〇
分
間
、
直
線
飛
行
で
、
攻
撃
目
標
の
奉
天
市
の
満
州
飛
行
機
の
工
場
上
空
に
到
達
。
編
隊
を
組
む
一
二
機
が
一
斉
に
投

弾
す
る
。
そ
の
後
、
左
ま
わ
り
で
奉
天
市
上
空
を
回
り
、
直
ち
に
帰
路
に
つ
く
。
成
都
基
地
か
ら
の
誘
導
電
波
に
乗
り
、
一
直
線
に
帰
還

す
る
。
帰
路
、
基
地
に
帰
還
す
る
旨
を
打
電
す
る
。
敵
の
日
本
機
の
来
襲
と
誤
解
さ
れ
て
、
攻
撃
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
成
都
基
地
に
帰
還
す
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
大
尉
を
機
長
と
す
る
Ｂ
29
は
撃
墜
さ
れ
る
。「
発
火
地
点
　
正
操
縦
者
足
下

ヨ
リ
発
火
火
災
」

と
あ
る
。
高
射
砲
弾
の
弾
片
か
迎
撃
戦
闘
機
の
銃
弾
に
、
先
頭
部
の
操
縦
席
の
下
部
を
撃
た
れ
、
そ
の
た
め
、
発
火
、
火
災
を
起
こ
す
。

墜
落
必
至
と
判
断
し
、
機
長
の
命
令
で
搭
乗
員
全
員
が
落
下
傘
で
降
下
。
鞍
山
西
北
約
九
〇
キ
ロ
地
点
で
捕
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
。

満
州
飛
行
機
の
工
場
は
満
州
国
内
に
あ
っ
た
。
満
州
国
内
に
暮
ら
し
て
い
る
中
国
人
に
対
し
て
は
な
る
べ
く
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
に

配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
焼
夷
弾
で
街
全
体
ご
と
工
場
を
焼
き
払
う
こ
と
は
不
適
当
で
あ
っ
た
。
通
常
の
爆
弾
で
工
場
だ
け
を

精
密
に
爆
撃
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
五
〇
〇
ポ
ン
ド
の
通
常
爆
弾
を
使
用
し
た
が
、
別
に
焼
夷
弾
も
多
少
、
投
下
し
た
よ
う
で

あ
る
。

低
空
ま
で
下
り
て
き
て
爆
撃
す
れ
ば
、
爆
撃
の
精
度
は
た
し
か
に
向
上
す
る
。
し
か
し
、
日
本
側
の
戦
闘
機
な
ど
の
反
撃
も
そ
れ
だ
け

受
け
や
す
く
な
る
。
成
都
か
ら
奉
天
ま
で
は
遠
い
の
で
、
護
衛
の
戦
闘
機
は
随
伴
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
や
む
を
え
ず
高
空
か
ら
爆
撃
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
事
情
か
ら
、
命
中
弾
の
比
率
は
比
較
的
少
な
く
、
効
果
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

空
襲
は
多
数
の
機
で
行
な
っ
た
。
そ
の
あ
と
Ｂ
29
が
単
機
で
飛
来
し
て
、
空
襲
の
戦
果
を
確
認
し
た
。
爆
撃
手
が
写
真
も
撮
影
し
た
。

出
撃
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
一
、
二
ケ
所
の
補
助
目
標
を
定
め
て
い
て
、
天
候
や
飛
行
機
の
状
態
に
よ
っ
て
第
一
目
標
に
対
す
る
爆
撃
が
困
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難
な
場
合
、
補
助
目
標
を
爆
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
今
回
の
出
撃
で
は
大
連
お
よ
び
鄭
州
が
補
助
目
標
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
日
本
側
は
取
り
調
べ
で
、
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
が
渤
海
湾
ま
で
進
入
し
て
い
る
か
い
な
か
を
問
い
た
だ
し
て
い
る
。
た
し
か
に
渤

海
湾
で
潜
水
艦
が
待
機
し
て
い
れ
ば
、
日
本
側
の
反
撃
で
傷
つ
い
た
Ｂ
29
が
渤
海
湾
に
不
時
着
し
、
そ
の
搭
乗
員
を
潜
水
艦
に
収
容
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
狭
い
渤
海
湾
に
潜
水
艦
を
進
入
さ
せ
る
危
険
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
潜
水
艦
は
渤
海
湾
ま
で
入
っ
て
き
て
い

な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

爆
撃
し
た
あ
と
、
Ｂ
29
は
成
都
基
地
か
ら
の
誘
導
電
波
に
乗
っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
一
直
線
に
帰
還
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

知
っ
て
い
れ
ば
、
日
本
側
は
帰
路
に
戦
闘
機
を
配
置
し
て
、
待
ち
伏
せ
攻
撃
が
で
き
る
。
被
弾
し
て
多
少
損
傷
し
た
り
、
あ
る
い
は
機
銃

弾
を
ほ
と
ん
ど
打
ち
つ
く
し
た
Ｂ
29
を
襲
え
ば
、
撃
墜
で
き
る
可
能
性
は
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年
に
入
る
と
、
第
二
〇
爆
撃

飛
行
戦
団
は
成
都
基
地
か
ら
撤
収
し
、
太
平
洋
の
テ
ニ
ア
ン
島
に
移
動
し
て
い
っ
た
か
ら
、
一
九
四
四
年
一
二
月
二
一
日
の
満
州
飛
行
機

へ
の
空
襲
は
、
満
州
国
内
の
軍
事
施
設
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
し
て
は
最
後
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
実
際
に
は
奉
天
空
襲
の
帰
路
に
あ
ら
か

じ
め
戦
闘
機
を
配
置
し
て
お
い
て
、
待
ち
伏
せ
攻
撃
を
か
け
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

も
し
仮
に
、
そ
の
後
も
奉
天
空
襲
が
続
行
さ
れ
た
場
合
で
も
、
日
本
側
が
そ
う
い
っ
た
措
置
を
と
り
え
た
可
能
性
は
低
い
。
そ
の
理
由

は
、
満
州
国
内
（
関
東
軍
）
と
中
国
本
土
（
支
那
派
遣
軍
）
で
は
軍
の
管
轄
が
違
っ
て
い
て
、
両
者
が
協
力
し
て
対
処
し
に
く
か
っ
た
で

あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

結
局
、
満
州
国
内
で
Ｂ
29
の
空
襲
を
受
け
た
の
は
鞍
山
の
製
鉄
所
と
奉
天
の
満
州
飛
行
機
の
二
ケ
所
だ
け
で
あ
っ
た
。
満
州
国
の
防
空

体
制
は
本
土
に
比
べ
弱
体
だ
っ
た
が
、
Ｂ
29
の
空
襲
の
回
数
が
わ
ず
か
だ
っ
た
の
で
大
き
な
破
綻
を
示
さ
ず
に
す
ん
だ
。
前
述
し
た
よ
う

に
成
都
基
地
が
Ｂ
29
の
基
地
と
し
て
不
十
分
だ
っ
た
の
で
、
満
州
国
を
そ
ん
な
に
頻
繁
に
空
襲
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



満州国で捕虜になったＢ29搭乗員の証言

263

【
五
】
捕
虜
の
口
の
軽
さ

一
二
月
七
日
の
空
襲
の
時
の
捕
虜
の
訊
問
調
書
は
、
一
〇
日
（
奉
憲
防
第
三
七
号
）
と
一
一
日
（
奉
憲
戦
第
九
七
一
号
）
に
作
成
さ
れ

た
。
ま
た
、
二
一
日
の
も
の
は
二
七
日
（
鞍
憲
防
第
一
八
号
）
に
作
成
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
捕
虜
に
し
て
か
ら

一
週
間
以
内
と
い
う
短
期
間
に
訊
問
調
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
短
期
間
に
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
事
が
ら
を
、
憲
兵
隊
は
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
に
捕
虜
か
ら
聞
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
思
議
で
あ
る
。

憲
兵
隊
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
お
ど
し
た
り
、
す
か
し
た
り
し
て
、
捕
虜
か
ら
有
用
な
情
報
を
得
よ
う
と
す
る
。
一
方
、
次
に
述
べ

る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
捕
虜
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
氏
名
、
年
令
、
認
識
番
号
を
述
べ
る
だ
け
で
、
あ
と
は
い
っ
さ
い
、
し
ゃ
べ
る

必
要
は
な
い
と
教
育
し
て
い
た
。「
俘
虜
ト
ナ
ル
モ
　
氏
名
　
年
令
　
認
識
番
号
ノ
外
　
供

ト
教
育
セ
ラ
レ
ア
リ
」。

そ
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
29
搭
乗
員
の
捕
虜
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、

一
週
間
以
内
と
い
う
短
期
間
に
、
本
来
、
敵
側
に
秘
匿
す
べ
き
部
隊
編
成
、
Ｂ
29
の
性
能
、
出
撃
の
航
路
な
ど
ま
で
、
実
に
多
く
の
こ
と

を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
下
っ
ぱ
の
兵
隊
で
は
な
く
、
本
来
、
軍
の
中
核
を
な
す
将
校
ま
で
が
、
し
ゃ
べ
ら
な
く
て
も
よ
い
こ
と

を
平
気
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
軍
事
秘
密
を
秘
匿
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
口
の
軽
い
、
お
し
ゃ
べ
り
な
ア
メ

リ
カ
軍
航
空
将
兵
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
で
き
て
し
ま
う
。

捕
虜
か
ら
重
要
な
軍
事
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
ら
、
相
当
な
英
語
の
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
飛
行
機
に
つ
い
て
の
専
門
知

識
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
憲
兵
隊
だ
け
で
は
無
理
で
あ
っ
た
。
実
際
の
取
り
調
べ
は
憲
兵
隊
で
は
な
く
、
鞍
山
満
州
第

一
六
六
一
〇

部
隊
で
、
憲
兵
立
合
の
下
に
行
な
わ
れ
た
。
捕
虜
に
し
た
場
所
の
近
く
に
あ
っ
た
部
隊
に
、
と
り
あ
え
ず
彼
ら
を
収
容

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
隊
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
航
空
隊
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
英
語
の
得
意
な
航
空
隊
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の
隊
員
が
、
豊
富
な
航
空
知
識
を
も
と
に
直
接
、
訊
問
に
当
た
り
、
憲
兵
は
そ
の
横
で
聞
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

英
語
を
上
手
に
話
せ
る
航
空
隊
の
隊
員
が
、
い
わ
ば
同
じ
飛
行
機
乗
り
仲
間
と
い
う
気
安
さ
で
、
捕
虜
た
ち
と
気
軽
に
雑
談
す
る
。
そ

の
雑
談
の
中
か
ら
重
要
な
証
言
を
得
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
拷
問
を
加
え
て
聞
き
出
す
方
式
よ
り
も
、
こ
の
ほ
う
が
ず
っ
と
有
効

だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
は
捕
虜
に
な
っ
た
日
本
軍
の
将
兵
も
、
往
往
に
し
て
口
が
軽
く
、
軍
事
機
密
ま
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
恐
怖
心
が
前
提
に
あ
る
中
で
、
取
り
調
べ
側
に
け
っ
こ
う
迎
合
し
て
、
話
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
ま
で
話
し
て
い
る
。
こ
の
捕
虜
特

有
の
心
理
に
起
因
す
る
迎
合
的
な
態
度
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
将
兵
に
と
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
あ
て
は
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
取
り
調
べ
側
が
特

に
策
を
弄
さ
な
く
て
も
、
彼
ら
は
自
分
か
ら
進
ん
で
Ｂ
29
の
秘
密
を
と
く
と
く
と
し
ゃ
べ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
Ｂ
29
搭
乗
員
の
捕

虜
の
口
の
軽
さ
は
、
捕
虜
特
有
の
心
理
か
ら
来
て
い
る
と
理
解
し
て
お
く
。

ま
た
、
搭
乗
員
全
員
を
捕
虜
に
し
た
こ
と
は
訊
問
側
に
有
利
で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
短
期
間
に
重
要
な
供
述
を
得
ら
れ
た
の
も
、
あ
る

い
は
こ
の
こ
と
が
与
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
も
し
何
人
か
が
戦
死
し
て
い
れ
ば
、
取
り
調
べ
で
た
ず
ね
ら
れ
た
時
、
捕

虜
の
側
は
、
そ
の
件
は
戦
死
し
た
仲
間
が
担
当
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
以
外
は
知
ら
な
い
と
い
っ
て
追
求
を
か
わ
す
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
全
員
が
生
存
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
方
法
を
取
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
取
り
調
べ
側
は
捕
虜
の
供
述
内
容
の
差
異
を

利
用
し
て
、
追
求
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

一
九
四
四
年
一
二
月
は
、
Ｂ
29
の
空
襲
で
は
ま
だ
早
い
時
期
に
入
る
。
こ
の
時
点
で
、
満
州
国
の
憲
兵
隊
が
Ｂ
29
の
部
隊
編
成
や
性
能

そ
の
他
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
広
範
な
知
識
を
得
て
い
た
こ
と
は
意
外
で
あ
る
。
今
回
の
訊
問
調
書
は
す
べ
て
ガ
リ
版
刷
り
で
あ
る
。
相

当
な
部
数
が
印
刷
さ
れ
、
関
係
部
署
に
配
布
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
後
、
Ｂ
29
の
徹
底
的
な
空
襲
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
日
本
内
地

に
も
当
然
、
送
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
満
州
国
で
得
ら
れ
た
情
報
を
内
地
で
も
利
用
で
き
た
。
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し
か
し
、
今
回
の
訊
問
調
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
た
情
報
は
、
そ
の
後
、
内
地
で
あ
ま
り
生
か
さ
れ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
た

と
え
ば
、
Ｂ
29
が
最
新
式
の
ノ
ル
デ
ン
爆
撃
照
準
器
を
備
え
て
い
た
こ
と
は
、
迎
撃
す
る
日
本
側
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
。
同
照
準
器
を
使
用
す
る
た
め
、
投
弾
前
の
一
〇
分
間
、
爆
撃
手
が
飛
行
機
を
操
り
、
目
標
ま
で
や
や
低
速
で
、
一
直
線
に
飛
行
し
て

く
る
こ
と
を
、
日
本
側
は
広
く
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

満
州
国
で
捕
ら
え
た
捕
虜
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
が
、
そ
の
後
の
日
本
本
土
に
お
け
る
Ｂ
29
と
の
戦
い
に
有
効
に
生
か
さ
れ
た
よ
う
に
は

思
わ
れ
な
い
。
満
州
国
で
せ
っ
か
く
貴
重
な
情
報
を
入
手
し
、
そ
れ
を
本
土
に
送
っ
て
も
、
本
土
の
側
は
そ
れ
を
有
効
に
活
用
で
き
な
か

っ
た
。
情
報
を
す
ば
や
く
日
本
本
土
の
防
空
部
隊
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
両
者
を
つ
な
ぐ
情
報
の
パ
イ
プ
が
、
ど

こ
か
で
詰
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
資
料
を
あ
げ
る
。「
参
考
　
一
　
機
長
ジ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ベ
ル
大
尉

時
間
ニ
シ
テ
　
無
灯
火
着
陸
ニ

依

性
従
順
　
技
倆
優
秀
ニ
シ
テ
　
利
用
価
値
大
ナ
リ
ト
認
ム
　
二
　
機
関
士
マ
ッ
ク
コ
ー
ミ
ッ
ク
中
尉
ハ
　
技
倆
十
分
　

ル

モ
　
従
順
ナ
ル
ヲ
以
テ
　
之
亦
　
利
用
価
値

ト
認
ム
」

こ
の
よ
う
に
、
機
長
と
機
関
士
の
二
人
に
わ
ざ
わ
ざ
利
用
価
値
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
二
人
が
特
に
口
が
軽
く
、

軍
事
機
密
を
よ
り
多
く
供
述
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
人
捕
虜
に
対
し
て
「
利
用
価
値
大
ナ
リ
ト
認
ム
」
と

い
う
の
は
、
や
は
り
気
に
か
か
る
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

│
私
は
、
満
州
国
の
憲
兵
隊
が

こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
、
い
わ
ば
決
ま
り
文
句
が
た
ま
た
ま
、
こ
こ
に
出
て
き
て
し
ま
っ
た
と
理
解
す
る
。

す
な
わ
ち
、
満
州
国
の
憲
兵
隊
が
こ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
捕
虜
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
中
国
人
で
あ
っ
た
（
匪
賊
討
伐
と
い
う
場
合
の

匪
賊
に
当
た
る
）。
し
か
し
、
彼
ら
を
収
容
す
る
、
い
わ
ゆ
る
捕
虜
収
容
所
の
よ
う
な
施
設
は
な
か
っ
た
。
中
国
人
の
捕
虜
は
た
だ
ち
に
処

刑
す
る
か
、
あ
る
い
は
七
三
一
部
隊
に
実
験
材
料
と
し
て
「
特
別
移
送
」
す
る
か
し
て
、
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
例
外
は
、
逆
ス
パ
イ
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と
し
て
利
用
が
可
能
と
判
断
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、「
利
用
価
値
大
ナ
リ
ト
認
ム
」
と
い
う
理
由
を
つ
け
て
、
や
っ
と
殺
さ
ず

に
生
か
し
て
お
い
た
。

今
回
、
ア
メ
リ
カ
軍
人
と
し
て
Ｂ
29
の
搭
乗
員
が
捕
虜
に
な
る
。
こ
れ
は
満
州
国
の
憲
兵
隊
に
と
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
初
め
て
の
事
例
で

あ
っ
た
。
戦
時
捕
虜
で
あ
る
彼
ら
は
、
当
然
、
捕
虜
収
容
所
に
収
容
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
満
州
国
の
憲
兵
隊
と
し
て
は
、「
利

用
価
値
大
ナ
リ
ト
認
ム
」
と
い
う
、
従
来
か
ら
の
決
ま
り
文
句
を
つ
け
な
い
と
、
な
ん
と
な
く
、
お
さ
ま
り
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
満
州
国
の
憲
兵
隊
の
感
覚
か
ら
す
る
と
、
こ
の
文
句
が
な
い
と
、
彼
ら
を
（
殺
さ
ず
に
）
捕
虜
収
容
所
に
送
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

【
補
注
】
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
の
永
井
靖
二
記
者
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
吉
林
省
档
案
館
所
蔵
の
関
東
憲
兵
隊
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
こ
と
を
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
扱
っ
た
、
満
州
国
で
捕
虜
に
な
っ
た

Ｂ
29
搭
乗
員
の
証
言
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
永
井
記
者
が
『
朝
日
新
聞
』（
大
阪
本
社
版
）
二
〇
〇
五
年
八
月
二
五
日
（
夕
刊
）

紙
上
で
紹
介
し
て
い
る
こ
と
も
、
合
わ
せ
て
記
し
て
お
く
。


